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１．地域別構想の構成 

１．地域別構想策定のねらい 

地域別構想は、全体構想の基本目標を達成させることを前提とし、地域における課題を整理し、また上位計画・関連計画に

おける地域の特徴を考慮した上で、地域における課題解決のおおむねの方針となるものとして整理します。 

なお、全体構想で整理した “10 年後以降の長期的都市づくり”の視点に立った居住・都市機能の立地方針については、各地

域における施設の立地状況等を踏まえて整理します。（図－１） 

 

図－１ 全体構想と地域別構想の関係 

２．地域別構想立案に向けた構成 

地域別構想の立案は、これまでの実態調査、第８次安城市総合計画などにより地域におけるより細かい特徴を踏まえた上

で、「地域の特性」、「土地利用」、「都市施設等」の３つを確認し、「“20 年、30 年後を見据えた長期的都市づくりの視点に立

った地域の居住・都市機能の立地方針”」及び「“これから 10 年における都市づくり”の視点に立った地域構想（全体構想を支え

る地域の基本目標、地域の骨格をつくる方針、快適な暮らしを支える方針）」を整理します。（図－２） 

 

図－２ 地域別構想の構成 

３．地域区分の設定 

地域別構想における地域区分については、「より

高次な都市サービスを提供する都市機能の支持

人口（3～5 万人程度）」をベースに、拠点的鉄

道駅や産業集積といった拠点的地域特性を勘案

した、基礎的生活圏（中学校区）の集合体とな

るよう整理することとし、市域を５地域に分けて構

想を整理します。（図－３） 

 

４．地域に必要な都市機能の考え方 

全体構想において、市街化区域に誘導すべき

都市機能（生活利便施設）につきましては、第

８次安城市総合計画の５Ｋ、各分野におけるま

ちのめざす姿から、“20 年、30 年後以降を見据え

た都市づくり”において誘導すべき機能を整理しまし

た。地域別構想では、地域の特色を考慮し、「これ

から 10 年の都市づくりにおいて市街化区域に維

持・確保するべき機能（都市機能維持施設）」、

「20 年、30 年後を見据えた、地域の課題解決の

ため拠点に立地を誘導すべき機能、都市・広域

拠点にふさわしい機能（都市機能誘導施設）」

を明らかにしていきます。（図－４） 

 

図－４ 誘導施設の設定方針 
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地域の構成、上位計画等における特

性、人口、施設立地を確認。
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●安城市版地域包括ケアシステムの構築

●全ての市民が健康で文化的な生活を、生涯に わたって生きがいを持って営めるまち

●人と自然が共生する良好な環境が持続的に

発展する社会

●市民に愛される公園整備を通じた、自然と人が

ふれあうまちづくり

●鉄道、バス、自転車などの様々な有機的な

ネットワークの形成

●子育てを担う保護者を支えることができるまちづくり

●安全安心で快適な教育環境の創出

●観光入込客数の増加

●総合防災力の強化による安心安全なまちづくり

●人とまちの明日を創る生涯学習環境

●広く市民が文化芸術活動に親しめる環境づくり

●地域コミュニティの活性化、協働によるまちづくり

●豊かで潤いのある市民生活の実現

●各拠点の特性に応じた個性的な魅力ある

拠点の形成

これから10年の都市づくりにおいて市街地に維持・確保するべき機能。

ー医療、福祉、商業、交流、教育機能ー

地域で必要な機能

①世代構成に着目した場合、将来にわたって必要とされる機能

②現時点でも不足する機能

③点在する小規模な都市サービスを包括できる施設が立地せず、

立地が必要と考えられる機能

20年、30年後を見据え、

地域の課題解決のために誘導すべき機能。

－居住と地域で必要な機能の複合施設－

20年、30年後を見据え、

都市・広域拠点にふさわしい都市機能。

－広域的交流施設－

都市機能誘導施設都市機能維持施設

図－３ 地域区分の設定 
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２． 地域別構想（見方含む） 

 

Ａ）最初の３ページで、地域の概要となる「特性」、「土地利用」、「都市基盤等」における課題などを整理します。 

  

 

（１） 地域の概要－ⅳ）施設立地（都市機能の集積） 都市機能の平均立地レーダーチャートの見方） 

 

 

 

Ｂ）Ａの整理から、20、30年後を見据えた都市づくり、これから 10年の都市づくりの方針や構想を整理します。 
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都市機能の平均立地数 

歩いて暮らせるエリアに１施設以上の立地 

…施設が充実。施設を維持していく必要あり。 

歩いて暮らせるエリアに１施設未満の立地 

…一部地域で施設が不足。施設を確保していく必要あり。 
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安城市の中央部に位置し、ＪＲ東海道本線、名鉄西尾線２路線が地域内を走り、ＪＲ安

城駅、名鉄南安城駅、名鉄碧海古井駅の３駅を有しているほか、地域内にはＪＲ安城駅を

中心にあんくるバスが広く運行しています。

ＪＲ安城駅周辺は、明治24年のＪＲ安城駅設置により、安城市の中心として発展しました。
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（１）地域の特性

ＪＲ安城地域

特徴ある基盤

(流通性の高い移動サービス)

(公共交通サービス)

ⅱ）地域の構成

昭和35年からDIDを形成。現

在もDIDを拡大しています。

23の町内会によって構成されて

います。

小学校が５施設、中学校が２施設立地しています。

地域全体に広く分布。特に、地

域北部に多く立地しています。

市街化調整区域に広く分布し

ています。

ⅰ）第８次安城市総合計画における位置づけ

本地域は、ＪＲ安城駅都市拠点（土地区画整理事業などにより、土地の高度利用、

都市機能の再編を図り、本市の商業・業務の中心にふさわしい魅力と活力にあふれた

拠点）を含む地域です。

ⅲ）人口（人口・世帯数・人口密度）

人口・世帯数

【人口】52,030人居住し、本市の

約28％が居住しています。

【世帯】21,423世帯居住し、本

市の約29％が居住しています。

【増加率】人口は市平均と同様の

推移にあるものの、平成29年12

月時点では本地域の人口増加率

が市平均を上回っています。

【市街化区域】74.3人/haとなり、市

平均を上回っています

【地域全体】44.0人/haとなり、市平

均を上回っています。

【現在】市平均と同様、高齢世代が

約20％程度となっています。

【将来】市平均と比較して、高齢世代

割合が増える可能性があります。

DID 町内会

小学校区 中学校区

産業施設 優良農地

世代構成

人口密度
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ⅳ）施設立地（都市機能の集積）

集積状況

【市街地(市街化区域)】歩いて暮らせるエリアに都市機能が概ね立地しており、市平均と比較し

ても充実した集積状況にあります。

【市街化調整区域(大規模既存集落)】市街地への移動手段となる公共交通機能が立地してお

り、都市機能が集積する市街地に概ね隣接するため充実した集積状況にあります。

【集積状況の総括】市街地を中心に都市機能が立地しており、市街地縁辺の集落も含め、

歩いて暮らせる都市機能の集積状況にあります。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

【サービスレベルの高い施設】20床

以上の病院が立地しています。

【全域】一部徒歩圏外となる立地と

なっています。

【市街化区域】一部徒歩圏外とな

る立地となっています。

【サービスレベルの高い施設】地域

包括支援センター等が立地してい

ます。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

【サービスレベルの高い施設】店舗

面積1万㎡以上の商業施設が立

地しています。

【全域】一部徒歩圏外となる立地と

なっています。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

【サービスレベルの高い施設】高校

が立地しています。

【全域】一部徒歩圏外となる立地と

なっています。

【市街化区域】一部徒歩圏外とな

る立地となっています。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

※数字は平均立地数

１以上なら徒歩圏に立地

配置状況

【市街地で充実・一部不足(想定)】医療、商業、教育、避難所は充

実しており、福祉、交流は一部地域で不足しています。

【市街化調整区域(大規模既存集落)】一部の都市機能が集落周辺に

施設が立地しています。

【サービスレベルの高い施設】病院(病床20床以上)、福祉(地域包括支援セン

ター等)、商業(店舗面積１万㎡以上)、教育(高校)が立地しています。
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（２）土地利用

ⅰ）市街化区域の土地利用（用途別土地利用、低未利用地、高度利用）

都市的低未利用地

①都市的低未利用地は市全体の約33％と本地域に多く集積して

います。

土地利用

①区域内の約73％が住宅用地、市全体における構成と比較して

住宅用地の割合が多いと言えます。

②地域北部の工業用地を除くと、地域全体に住宅用地が広がって

いますが、農地、平面駐車上、建物跡地などの都市的低未利用地

は市全体の約33％を占める約55haあり、今後も土地の有効活用

を図る必要があります。

③幹線道路沿道は商業用地が連続し、地域北部は大規模な商

業用地が立地しています。

ア 住宅系用途地域における土地利用

①住宅系土地利用は約３％増加し、用途の整合が進んでいます。

②低未利用地は約６％減少し、土地の有効活用が進んでいます。

イ 商業系用途地域における土地利用

①商業系土地利用は約３％減少し、住居等に転換しています。

②低未利用地が約２％減少し、土地の有効活用が進んでいます。

高度利用施設の立地状況（10階以上）

①37件が立地しており、市全体の約38％が立地しています。

市街化調整区域における開発状況

①区域内の開発許可・建築許可114件のうち110件は住宅系の

開発となっており、生活施設等の立地が多く、日常生活に便利な大

規模既存集落は開発の需要が高いことがうかがえます。

市街化調整区域における

土地利用状況
市街化区域における

土地利用状況

市街化調整区域における施設の立地状況

①区域内の建物延床面積の69％が大規模既存集落内に立地し

ていますが、近年では集落内の新規立地が減少し、集落外での立

地割合が高まっています。

土地利用

①区域内の約24％が大規模既存集落区域、市全体の約8％とな

ります。

②区域内の約52％が優良農地、市全体の約８％となります。

③地域には西鹿乗川、勢井前川が流れており、大規模既存集落

周辺には農地、水田が広がっている一方で、農地内や農地縁辺部

では住宅系の開発が行われており、原風景の喪失が懸念されます。

ⅱ）市街化調整区域の土地利用（開発状況、優良農地）

ウ 工業系用途地域における土地利用

①工業系土地利用は約２％減少し、住居等に転換しています。

②低未利用地が約１％減少し、土地の有効活用が進んでいます。
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市街化区域の土地利用 まとめ

【構成における特徴】

①区域内の約73％が住宅用地となっており、市全体における構成と比較して住居系土

地利用の割合が多いと言えます。

②他地域と比較して、住居系、商業系の土地利用が多いと言えます。

【用途地域別の特徴】

①各用途地域で住居系の土地利用が進んでいます。

②商業系用途地域においては住居系に転換しています。

③幹線道路沿道は商業用地が連続し、地域北部には大規模な商業用地が立地して

います。

【都市的低未利用地】

①各用途地域では都市的低未利用地の活用が進んでいます。

②市全体の約33％と本地域に多く集積しています。

【高度利用の特徴】

①駅周辺の商業系用途地域では高度利用施設の立地割合が高いと言えます。

市街化調整区域の土地利用 まとめ

【構成における特徴】

①区域内の約76％が大規模既存集落と農振農用地となっており、その他土地利用を

含め、市全体の市街化調整区域の約8％を構成。

②そのうち、約2割が大規模既存集落区域、約5割が優良農地で構成されます。

③地域には西鹿乗川、勢井前川が流れており、大規模既存集落周辺には農地、水田

が広がっている一方で、農地内や農地縁辺部では住宅系の開発が行われており、原風

景の喪失が懸念されます。

【開発の特徴】

①概ね住宅系の開発が進み、市街化区域周辺における住宅需要の高さが確認されま

す。

②市街化調整区域内の建物の69％が大規模既存集落内に立地しています。

③近年では、集落外での開発も見られ、優良農地のスプロール化が懸念されます。
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①地域中央部は街区公園や安城公園が配置されており、地域北

部は池浦西公園などの近隣公園が複数配置されているため、比較

的市民の身近な憩いの場となる公園等が充実していますが、地域

の南部は身近な公園がない状況にあります。

②名鉄碧海古井駅東部において、碧海台地上に桜井古墳群が分

布しているほか、学びや体験の場となる安城市埋蔵文化財センター

に近接する安祥城址公園等の歴史的な資源がみられます。また、

ＪＲ安城駅周辺では、毎年七夕まつりが開催され、地域住民や観

光客で賑わっています。

③災害履歴をみると、市街化区域ではＪＲ安城駅南側の大山町

や南町付近で浸水実績がみられます。また、名鉄碧海古井駅東側

の市街化調整区域に立地する大規模既存集落は浸水実績がみら

れます。

地域の資源分布

（３）都市施設等（都市基盤・公共交通・資源等）

ⅰ）都市基盤

①ＪＲ安城駅南側では広範囲にわたり、土地区画整理事業が施

行済みとなっており、現在花ノ木町や末広町において安城南明治

第一地区土地区画整理事業が施行中となっています。

②土地区画整理事業実施地区の安城南明治第一地区周辺の

都市計画道路や(都)岡崎刈谷線、(都)安城碧南線の一部区間

で未整備箇所となっています。

③名鉄碧海古井駅周辺の既成市街地や市街化調整区域は４ｍ

未満の狭あい道路が多い状況にあります。

④自転車のボトルネックとなる踏切があります。

都市基盤の

整備状況

ⅱ）公共交通

市街化区域における
土地利用状況

ⅲ）資源

①地域内には、ＪＲ東海道本線、ＪＲ東海道新幹線、名鉄西

尾線の３路線があり、ＪＲ安城駅は市内鉄道駅乗降者数が平成

27年時点で最も多く、あんくるバスの発着点として、循環線を中心

に計７路線（循環線を右回り、左回りを分けて計上）が乗り入れ

ているため、交通結節点として充実しています。

②あんくるバスの運行状況をみると、市街化区域内はおおむねバス

停より300ｍ圏にあり、地域住民の日常生活を支える重要な役割

を果たしています。

公共交通の

実施状況
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居住及び都市機能配置の基本的な考え方 20年、30年後を見据えた都市づくりこれから10年における都市づくり

本市の市街化区域ではこれまでどおり居住・都市機能の集積を進め、人口定着を図る。

人口の“20年、30年後を見据えた長期的な展望”に基づき、

４拠点周辺での人口集積を高め、人口密度の上昇を図る。

市街化区域への継続的な誘導（維持）

ＪＲ安城駅周辺へ、居住・都市機能の誘導強化

20年、30年後を見据えた都市づくり

これから10年における都市づくり

（４）20年、30年後を見据えた都市づくりの視点に立った、ＪＲ安城地域の居住・都市機能の立地方針（拠点の形成方針 誘導施設の設定）

本地域は古くから安城市の中心であり、ＪＲ安城駅を中心とした市街地に人口が高密度に集積し、比較的充実した都市機能立地となっています。今後も本市を支える都市拠点として、ＪＲ安城駅周辺を中心に人口が集積させていくべき地域となります。

また、地域に立地する都市機能の特徴として、比較的都市サービスレベルの高い医療機能（病院）、福祉機能（地域包括支援センター等）、商業機能（大規模商業施設）、教育機能（高校）が立地しています。

20年、30年後を見据え、本地域で増加するであろう高齢世代や今後の地域を支える子育て世代の暮らしやすさが高度に確保されるよう、ＪＲ安城駅周辺を中心に地域に必要な都市機能の立地誘導を図る必要があります。

居住・都市機能を

維持・確保すべき区域

特に居住・都市機能の複合化

都市拠点にふさわしい都市サービスレベルの機能

を誘導すべき区域

（＝特別誘導区域）

地域の居住の立地（誘導）方針

・本市の人口集積地となるＪＲ安城駅周辺を中心とした、今後も高密度な集積を想定される市街

地において、高密度に居住を集積し続けるよう現在の人口集積が維持されるよう誘導します。

地域の都市機能の立地（誘導）方針

・今後も居住が集積する地域に都市機能が維持・確保されるよう誘導します。

維持・確保すべき都市機能の方針

・各土地利用構想に必要な機能のうち、充足機能が維持されるよう誘導します。

・各土地利用構想に必要な機能のうち、立地が不足気味の機能が確保されるよう誘導します。

・現在立地する高度な都市サービス（医療、福祉、商業、教育）が維持されるよう誘導します。

地域の居住の立地（誘導）方針

・本市の人口集積地となるＪＲ安城駅周辺を中心とした、今後も高密度な集積を想定される市街

地において、高密度に居住を集積し続けるよう現在の人口集積が維持されるよう誘導します。

・今後より都市機能が多く立地するＪＲ安城駅周辺のコンパクトな地域において、集積が強化（＝

高密度化）されるよう誘導します。

地域の都市機能の立地（誘導）方針

・今後も居住が集積する地域に都市機能が維持・確保されるよう誘導します。

・今後より高密度に居住集積が想定されるＪＲ安城駅周辺において、コンパクトに集積(＝高密度化、

複合化)されるよう誘導します。

誘導（維持含む）すべき都市機能の方針

・各土地利用構想に必要な機能が維持・確保されるよう誘導します。

・今後より高密度に居住集積が想定されるＪＲ安城駅周辺において、居住機能を有し、地域の課題

解決として必要な都市機能及び地域ニーズ機能のうち２以上を有する複合施設、都市拠点にふさわ

しい交流機能を有する施設が立地するよう誘導します。

地域の課題解決として誘導すべき複合的な都市機能

①医療機能（診療所等）…郊外に立地する病院を活用しつつ、今後増加する高齢世代を中

心に暮らしやすさを確保するために必要。

②商業機能（小規模商業施設等）…地域の今後を支える子育て世代を中心に暮らしやすさ

を確保するために必要。

③交流機能（市民交流施設）…都市拠点にふさわしい拠点的交流施設により多世代の交

流から持続可能な地域づくり・コミュニティづくりを行うために必要。

専用住宅地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 小規模施設 市民交流施設等 幼稚園、保育園等

維持 維持 維持 地域として立地を確保 維持

健康

維持

施設

一般住宅地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 小規模施設等 市民交流施設等 幼稚園、保育園等

維持 維持 維持 地域として立地を確保 維持

健康

維持

施設

沿道商業地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 小規模施設等 市民交流施設等 幼稚園、保育園等

地域として立地を確保 維持 維持 地域として立地を確保 地域として立地を確保

健康

維持

施設

中心・一般商業地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 大規模施設等 市民交流施設等 幼稚園、保育園等

維持 維持 維持 維持 維持

健康

維持

施設

特別誘導区域に誘導すべき複合施設のうち、地域の課題解決として必要な機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

○ ○ ○
診療所等 小規模施設等 市民交流施設

特別誘導区域に誘導すべき、都市拠点にふさわしい都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

誘導

施設 ◎

健康

誘導

施設

健康
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Ｂ 地域の基本目標を達成するための方針

（５）これから10年の都市づくりの視点に立った、ＪＲ安城地域における地域構想

Ａ 全体構想を支える、地域の基本目標

都市構造 安城市の都市拠点「安城駅」周辺を中心に地域内外の拠点と連携した、都市機能が便利に使える集約型まちづくり

都市運営 居住・都市機能が多く集積する安城駅周辺を中心とした、地域住民とともにはぐくむ持続可能なまちづくり

都市活力 これからの安城市を牽引する商業業務機能を活かし伸ばす、安城駅を中心に賑わいあふれるまちづくり

都市生活 安城駅を中心とした市街地や集落での自分らしい暮らしを共有できる、安全・安心に暮らせるまちづくり

都市環境 地域の東部及び南部に広がる農地等が保全され心地よく生活できる、人と自然が共生するまちづくり

土地利用の形成など、地域における「都市の骨格をつくる方針」

本市の都市拠点として都市機能の複合化・高度化を目指すＪＲ安城駅周辺を

中心とした、バランスのとれた居住・都市機能誘導を実現する土地利用の展開と

ともに、移動の利便性や豊かな生活環境を創出する都市基盤の形成を図ります。

景観の醸成など、地域における「快適な暮らしを支える方針」

地域に根付く安城七夕まつりや優良農地などの歴史文化資産の保全・活用や

自立的なまちづくりに基づく街なみ景観づくりに対する意識醸成を図るとともに、も

しもの時も多世代が協力しあえる地域コミュニティの意識醸成を促進します。

土地利用、交通体系（公共交通、道路）、都市施設（公園・緑地、下水道・河川）、市街地

景観、自然環境・都市環境、安全・安心なまちづくり

地域の特色 ※第８次安城市総合計画より

【土地利用】土地区画整理事業により、土地の高度利用、都市機能の再編、本市の商業･業務の中心にふさわしい魅力と活力にあふれた都市拠点の形成

推進／基盤整備の推進による名古屋との連携強化／中心市街地拠点施設や保険センター、広域的な公園の核を自転車ネットワークなどで結んだ健幸交

流軸の形成／無秩序な開発を抑制、農業先進都市としての歴史風景を引き継ぎ、農業経営基盤を強化、集約化を推進する優良農地の保全／中心市

街地では、空き店舗を活用したソフト事業の展開、商業集積を図り、商店街振興組合、町内会、市民団体などと連携・協働による賑わいの創出／都市基

盤未整備地区において、地域住民の理解を深め、整備手法の検討【土地利用、交通体系(公共交通)、市街地】JR安城駅周辺地域において、歩いて買い

物に行ける商業機能の集積、民間共同住宅の建設に対する助成、土地の高度利用、人口増加を推進、【市街地】安城南明治地区の土地区画整理事

業及び住宅市街地総合整備事業を促進／アンフォーレを核としたまちなかの賑わいを地域一体となって創出／土地の集約などにより、住宅や商業施設の集

積を図り、中心市街地の賑わいを創出【景観】安城七夕まつりは、市民参加を推進するとともに、「願いごと、日本一。」をコンセプトに新たな魅力を創／桜井古

墳群の保存・活用方法を検討

無秩序な市街化を抑制し、本市発展を支え続けるまとまりある優

良な農地の保全

集落地に居住する市民の日常生活に必要な生活機能の適切な

立地、若年世代等の定住促進によるコミュニティの維持

身近な公園が不足する地域における都市公園の整備促進、子ど

もの遊び場や地域住民の交流の場の確保

公園施設の長寿命化、リニューアル、市民協創による維持管理

アンフォーレや地区内の道路空間の活用による拠点地区を中心と

した賑わいの創出・活性化の推進

未整備市街地における適切な民間開発等による宅地化の誘導、

狭あい道路拡幅整備要綱や地区計画制度を活用した生活・操業

環境の改善

生活道路をはじめ日常生活に必要な基盤施設の整備・改善

まとまりある優良農地の保全

高齢化の進行する地域での若年世代等の定住促進による多世代

コミュニティの維持、防災体制や防犯体制の礎となる地域コミュニ

ティの維持

安城駅周辺において、土地のさらなる高度利用、都市機能等の複

合集積により、本市の商業･業務の中心にふさわしい、健幸交流

軸の要衝となる魅力と活力にあふれる拠点形成

「願いごと、日本一」を誇る安城七夕まつりや自主的なまちなみづく

り機運を活かした、良好な街なみ景観づくりの促進

桜井古墳群を活用した地区景観の意識醸成

安城駅や安城更生病院を核とした、多様なサービスの提供等によ

る公共交通の利便性の向上

中心部への自動車交通の流入を抑制する道路ネットワークの形成

に資する骨格的幹線道路の整備促進に対する働きかけ

地域で必要な幹線道路の整備促進に対する働きかけ

土地区画整理事業と一体的な地域で必要な地区道路等整備の

継続推進

拠点地区における基盤施設の整備・再編の継続推進

拠点地区での基盤施設整備と同調した、土地の有効・高度利用

の促進

土地区画整理事業と一体的な公共下水道整備の継続推進

豊田安城サイクリングロードなどの自転車ネットワーク等を利用した

水と緑のネットワークの形成

最優先整備の準用河川における、手作りハザードマップ作成等によ

る総合的な治水対策の促進

都市機能の集積する安城駅周辺、幹線道路へ公共交通等を活

用してアクセスできる、良好な居住環境が保たれた低層住宅を主

体とした土地利用の維持・形成

都市機能の集積する安城駅周辺、幹線道路へ歩いてアクセスで

き、日常生活を支える機能が集積する生活拠点（南安城駅、碧

海古井駅）周辺における歩いて暮らしやすい住宅地の形成

主要な幹線道路沿道では、周辺の居住環境との調和に配慮しつ

つ、交通利便性を活かした商業・サービス施設等の立地を引き続き

促進

安城駅周辺における商業・業務機能や街なか居住機能の複合誘

導等による本市の中心商業・業務地にふさわしい多様な都市機能

の立地誘導
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（１）地域の概要

三河安城地域

特徴ある基盤

(流通性の高い移動サービス)

(公共交通サービス)

ⅱ）地域の構成

安城市の北西部に位置し、ＪＲ東海道本線、ＪＲ東海道新幹線の２路線が地域内

を走り、ＪＲ三河安城駅、ＪＲ三河安城新幹線駅の２駅を有しているほか、地域内

にはＪＲ三河安城駅を中心に農地を除いてあんくるバスが広く運行しています。

ＪＲ三河安城駅を中心に市街地が形成されています。

昭和55年からDIDを形成。現

在もDIDを拡大しています。

12の町内会によって構成されて

います。

鉄道沿線に多く立地しています。 市街化調整区域に広く分布し

ています。

ⅰ）第８次安城市総合計画における位置づけ

本地域は、ＪＲ三河安城駅広域拠点（交通の要衝として、高品位なまちづくりにより

都市機能の集積を促し、西三河における広域的な役割を担う拠点）を含む地域です。

ⅲ）人口（人口・世帯数・人口密度）

人口・世帯数

【人口】35,221人居住し、本

市の約19％が居住しています。

【世帯】14,328 世帯居住し、

本市の約19％が居住していま

す。

【増加率】人口は市平均と同様

の推移にあるものの、平成29年

12月時点では本地域の人口増

加率が市平均を下回っています。

【市街化区域】75.0人/haとなり、市

平均を上回っています

【地域全体】38.8人/haとなり、市平

均を上回っています。

【現在】市平均と比べ、働き・子育て

世代の割合が多いと言えます。

【将来】市平均と同様に、高齢世代

割合が増える可能性があります。

DID 町内会

小学校区 中学校区

産業施設 優良農地

世代構成

人口密度

0.1

0.3

0.5

1.0

2.0

4.0

8.0

医療

教育

交流

公共交通

福祉

商業

公園

防災

地域（全域）

地域（市街化区域）

市街化調整区域

（大規模既存集落）

市域

標準

医療

商業

交流

都市機能集積評価点

福祉

教育

避難所

ⅳ）施設立地（都市機能の集積）

集積状況

【地域(市街化区域)】交流機能を除き、歩いて暮らせるエリアに都市機能が概ね立地しており、

市平均と比較しても充実した集積状況にあります。

【市街化調整区域(大規模既存集落)】市街地への移動手段となる公共交通機能の立地状況

が懸念されますが、都市機能が集積する市街地に概ね隣接するため概ね同等の集積状況

にあります。

【集積状況の総括】市街地を中心に都市機能が立地しており、市街地縁辺の集落も含め、

歩いて暮らせる都市機能の集積状況にあります。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

【サービスレベルの高い施設】20床

以上の病院が立地していません。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

【サービスレベルの高い施設】福祉

センターが立地しています。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

【サービスレベルの高い施設】店舗

面積3千～1万㎡未満の商業施

設が立地しています。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

【サービスレベルの高い施設】高校

が立地しています。

【全域】一部徒歩圏外となる立地と

なっています。

【市街化区域】一部徒歩圏外とな

る立地となっています。

【全域】概ねバランスよく立地してい

ます。

【市街化区域】概ねバランスよく立

地しています。

※数字は平均立地数

１以上なら徒歩圏に立地

配置状況

【市街化区域で充実・一部不足(想定)】医療、福祉、商業、教育、

避難所は充実しており、交流は一部地域で不足しています。

【市街化調整区域(大規模既存集落)】一部の都市機能が集落周辺に

施設が立地しています。

【サービスレベルの高い施設】福祉(福祉センター)、商業(店舗面積3千～１万

㎡)、教育(高校)が立地しています。

小学校が４施設、中学校が１施設立地しています。
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（２）土地利用

ⅰ）市街化区域の土地利用（用途別土地利用、低未利用地、高度利用）

都市的低未利用地

①都市的低未利用地は市全体の約17％が本地域に分布していま

す。

土地利用

①区域内の約61％が住宅用地、市全体における構成と比較して住

宅用地、商業用地の割合が多いと言えます。

②ＪＲ三河安城駅周辺や鉄道沿線を除くと、地域全体に住宅用

地が広がっていますが、農地、平面駐車上、建物跡地などの都市的

低未利用地は市全体の約17％を占める約28haあり、今後も土地

の有効活用を図る必要があります。

③ＪＲ三河安城駅周辺は商業用地が集積し、鉄道沿線は工業用

地が連続し、地域北部に大規模な工業用地がみられます。

ア 住宅系用途地域における土地利用

①住宅系土地利用は約２％増加し、用途の整合が進んでいます。

②低未利用地は約８％減少し、土地の有効活用が進んでいます。

イ 商業系用途地域における土地利用

①商業系土地利用は約１％増加し、用途の整合が進んでいます。

②低未利用地が約９％減少し、土地の有効活用が進んでいます。

高度利用施設の立地状況（10階以上）

①34件が立地しており、市全体の約35％が立地しています。

市街化調整区域における開発状況

①区域内の開発許可・建築許可159件のうち158件は住宅系の

開発となっており、生活施設等の立地が多く、日常生活に便利な大

規模既存集落周辺は開発の需要が高いことがうかがえます。

市街化調整区域における

土地利用状況

市街化区域における

土地利用状況

市街化調整区域における施設の立地状況

①区域内の建物延床面積の82％が大規模既存集落内に立地し

ていますが、近年では集落内の新規立地が減少し、集落外での立

地割合が高まっています。

土地利用

①区域内の約38％が大規模既存集落区域、市全体の約11％と

なります。

②区域内の約45％が優良農地、市全体の約6％となります。

③地域には長田川、明治用水中井筋が流れており、周辺には農地、

水田が広がっている一方で、農地内や農地縁辺部では住宅系の開

発が行われており、原風景の喪失が懸念されます。

ⅱ）市街化調整区域の土地利用（開発状況、優良農地）

ウ 工業系用途地域における土地利用

①工業系土地利用は約0.3％減少し、用途の整合が停滞しています。

②低未利用地が約６％減少し、土地の有効活用が進んでいます。
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市街化区域の土地利用 まとめ

【構成における特徴】

①区域内の約63％が住宅用地となっており、市全体における構成と比較して住居系

土地利用の割合が多いと言えます。

②他地域と比較しても、やや商業系の土地利用の割合が多いと言えます。

【用途地域別の特徴】

①各用途地域で住居系の土地利用が進んでいます。

②商業系用途地域における用途活用が進展しています。

③ＪＲ三河安城駅周辺は商業用地が集積し、鉄道沿線は工業用地が連続していま

す。また地域北部に大規模な工業用地がみられます。

【都市的低未利用地】

①各用途地域では都市的低未利用地の活用が進んでいます。

②市全体の約17％が本地域に分布しています。

【高度利用の特徴】

①駅周辺の商業系用途地域において高度利用施設の立地割合が高いと言えます。

市街化調整区域の土地利用 まとめ

【構成における特徴】

①区域内の約83％が大規模既存集落と農振農用地となっており、その他土地利用を

含め、市全体の市街化調整区域の約8％を構成。

②そのうち、約4割が大規模既存集落区域、約4割が優良農地で構成されます。

③地域には長田川、明治用水中井筋が流れており、周辺には農地、水田が広がってい

る一方で、農地内や農地縁辺部では住宅系の開発が行われており、原風景の喪失が

懸念されます。

【開発の特徴】

①概ね住宅系の開発が進み、市街化区域周辺における住宅需要の高さが確認されま

す。

②市街化調整区域内の建物の82％が大規模既存集落内に立地しています。

③近年では、集落外での開発も見られ、優良農地のスプロール化が懸念されます。
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①地域中央部は街区公園や養下公園、地域北部は篠目公園など

の近隣公園が配置されているため、比較的市民の身近な憩いの場と

なる公園等が充実しています。

②災害履歴をみると、市街化区域では地域北部の篠目町やＪＲ

三河安城駅西側の緑町付近で浸水実績がみられます。

地域の資源分布

（３）都市基盤・公共交通・資源等

ⅰ）都市基盤

①ＪＲ三河安城駅周辺を中心に土地区画整理事業実施区域は

市街化区域内の広範囲にわたり施行済みとなっています。

②市街化区域内の都市計画道路は全路線が整備済みとなってい

ます。

③土地区画整理事業が未実施のＪＲ新幹線三河安城駅西側の

二本木町や既成市街地、市街化調整区域は４ｍ未満の狭あい

道路が多い状況にあります。

都市基盤の

整備状況

ⅱ）公共交通

公共交通の

実施状況

ⅲ）資源

①地域内には、JR東海道本線、JR東海道新幹線の２路線があり、

ＪＲ三河安城新幹線駅は西三河唯一の新幹線停車駅で、ＪＲ

三河安城駅はあんくるバスの発着点として、高棚線、西部線、作野

線の計３路線が乗り入れています。

②あんくるバスの運行状況をみると、市街化区域内はおおむねバス

停より300ｍ圏にあり、地域住民の日常生活を支える重要な役割

を果たしています。
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居住及び都市機能配置の基本的な考え方 20年、30年後を見据えた都市づくりこれから10年における都市づくり

本市の市街化区域ではこれまでどおり居住・都市機能の集積を進め、人口定着を図る。

人口の“20年、30年後を見据えた長期的な展望”に基づき、

４拠点周辺での人口集積を高め、人口密度の上昇を図る。

市街化区域への継続的な誘導（維持） 市街化区域への継続的な誘導（維持）

ＪＲ三河安城新幹線駅周辺へ、居住・都市機能の誘導強化

（４）20年、30年後を見据えた都市づくりの視点に立った、三河安城地域の居住・都市機能の立地方針（拠点の形成方針 誘導施設の設定）

本地域は西三河の交流拠点であり、ＪＲ三河安城新幹線駅を中心とした市街地に人口が高密度に集積し、比較的充実した都市機能立地となっています。今後も西三河を支える地域拠点として、ＪＲ三河安城新幹線駅周辺を中心に人口が集積させていくべき地域となります。

また、地域に立地する都市機能の特徴として、比較的都市サービスレベルの高い商業機能（中規模商業施設）、教育機能（高校）が立地しています。

20年、30年後を見据え、本地域で増加するであろう子育て・働き世代や歴史や文化を継承していく高齢世代の暮らしやすさが高度に確保されるよう、ＪＲ三河安城新幹線駅周辺を中心に地域に必要な都市機能の立地誘導を図る必要があります。

拡大市街地への居住・都市機能誘導

居住・都市機能を

維持・確保すべき区域

居住・都市機能の集約を

想定すべき区域

特に居住・都市機能の複合立地や、

広域拠点にふさわしい都市機能の

立地を誘導すべき区域

（＝特別誘導区域）

地域の居住の立地（誘導）方針

・西三河の人口集積地となるＪＲ三河安城新幹線駅周辺を中心とした、今後も高密度な集積を想

定される市街地において、高密度に居住を集積し続けるよう現在の人口集積が維持されるよう誘導し

ます。

・今後も居住が集積する地域に都市機能が維持・確保されるよう誘導します。

維持・確保すべき都市機能の方針

・各土地利用構想に必要な機能のうち、充足機能が維持されるよう誘導します。

・各土地利用構想に必要な機能のうち、不足機能が地域として確保されるよう誘導します。

・現在立地する高度な都市サービス（商業、教育）が維持されるよう誘導します。

20年、30年後を見据えた都市づくり

これから10年における都市づくり

地域の居住の立地（誘導）方針

・西三河の人口集積地となるＪＲ三河安城新幹線駅周辺を中心とした、今後も高密度な集積を想

定される市街地において、高密度に居住を集積し続けるよう現在の人口集積が維持されるよう誘導し

ます。

・今後より都市機能が多く立地するＪＲ三河安城新幹線駅周辺のコンパクトな地域において、集積

が強化（＝高密度化）されるよう誘導します。

地域の都市機能の立地（誘導）方針

・今後も居住が集積する地域に都市機能が維持・確保されるよう誘導します。

・今後より高密度に居住集積が想定されるＪＲ三河安城新幹線駅周辺において、コンパクトに集積

(＝高密度化、複合化)されるよう誘導します。

誘導（維持含む）すべき都市機能の方針

・各土地利用構想に必要な機能が維持・確保されるよう誘導します。

・今後より高密度に居住集積が想定されるＪＲ三河安城新幹線駅周辺において、居住機能を有し、

地域の課題解決として必要な都市機能及び地域ニーズ機能のうち２以上を有する複合施設、広域

拠点にふさわしい交流機能を有する施設が立地するよう誘導します。

誘導すべき複合施設のうち、地域の課題解決として必要な都市機能

①医療機能（診療所等）…今後増加する高齢世代や地域の今後を支える子育て・働き世

代などの暮らしやすさを確保するために必要。

②交流機能（市民交流施設）…西三河の広域拠点にふさわしい拠点的交流施設により、今

後の地域コミュニティの維持・形成を支援し、暮らしやすさを確保するために必要。

特別誘導区域に誘導すべき複合施設のうち、地域の課題解決として必要な機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

○ ○
診療所等 市民交流施設

特別誘導区域に誘導すべき、広域拠点にふさわしい都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

誘導

施設 ◎

健康

健康

誘導

施設

専用住宅地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 小規模施設 市民交流施設等 幼稚園、保育園等

維持 維持 維持 地域として立地を確保 維持

健康

維持

施設

一般住宅地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 中規模施設等 市民交流施設等 幼稚園、保育園等

維持 維持 維持 維持 確保

健康

維持

施設

沿道商業地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 小規模施設等 市民交流施設等 幼稚園、保育園等

地域として立地を確保 地域として立地を確保 維持 地域として立地を確保 地域として立地を確保

健康

維持

施設

中心・一般商業地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 大規模施設等 市民交流施設等 保育園等

維持 維持 維持 地域として立地を確保 維持

健康

維持

施設

工業地において維持・確保していくべき都市機能

5K 経済 きずな こども

機能 医療機能 福祉機能 商業機能 交流機能 教育機能

診療所等 老人福祉施設等 小規模施設等 市民交流施設等 保育園等

維持 維持 維持 地域として立地を確保 地域として立地を確保

健康

維持

施設
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Ｂ 地域の基本目標を達成するための方針

（５）これから10年の都市づくりの視点に立った、三河安城地域における地域構想

Ａ 全体構想を支える、地域の基本目標

都市構造 西三河の広域拠点「三河安城新幹線駅」周辺を中心に各都市と連携した、都市機能が高度に使える集約型まちづくり

都市運営 居住・都市機能が多く集積する三河安城新幹線駅周辺を中心とした、地域住民とともにはぐくむ持続可能なまちづくり

都市活力 商業業務機能が多く集積する三河安城新幹線駅周辺を中心とした、活力と活気で賑わいあふれるまちづくり

都市生活 三河安城新幹線駅周辺の市街地や集落での自分らしい暮らしを共有できる、安全・安心に暮らせるまちづくり

都市環境 地域北東部及び西南部に広がる農地等が保全され心地よく生活できる、人と自然が共生するまちづくり

地域の特色 ※第８次安城市総合計画より

【土地利用】交通の要衝として、高品位なまちづくりにより都市機能の再編を図り、本市の商業・業務の中心にふさわしい

魅力と活力にあふれた拠点形成／基盤整備の推進による名古屋との連携強化／中心市街地拠点施設や保険セン

ター、広域的な公園の核を自転車ネットワークなどで結んだ健幸交流軸の形成／無秩序な開発を抑制、農業先進都市

としての歴史風景を引き継ぎ、農業経営基盤を強化、集約化を推進する優良農地の保全、【土地利用、市街地】JR三

河安城駅周辺地区において、新たに歩いて暮らせる住宅市街地の整備及び商業・業務機能の集積を促進、【交通体

系(公共交通)】リニア開業を見据えた三河安城駅の役割や機能の見直し検討、【市街地】新たな住宅市街地の整備促進

土地利用の形成など、地域における「都市の骨格をつくる方針」

西三河の広域拠点として都市機能の複合化・高度化を目指す三河安城新幹

線駅周辺を中心とした、バランスのとれた居住・都市機能誘導を実現する土地利

用の展開とともに、移動の利便性や豊かな生活環境を創出する都市基盤の形

成を図ります。

景観の醸成など、地域における「快適な暮らしを支える方針」

三河安城新幹線駅周辺における西三河の玄関口にふさわしい質の高い都市空

間形成に対する意識醸成を図るとともに、コンパクトな市街地から見渡せる優良

農地の保全・活用やもしもの時も多世代が協力しあえる地域コミュニティの意識醸

成を促進します。

土地利用、交通体系（公共交通、道路）、都市施設（公園・緑地、下水道・河川）、市街地

景観、自然環境・都市環境、安全・安心なまちづくり

無秩序な市街化を抑制し、本市発展を支え続けるまとまりある優

良な農地の保全

集落地に居住する市民の日常生活に必要な生活機能の適切な

立地、若年世代等の定住促進によるコミュニティの維持

身近な公園における子どもの遊び場や地域住民の交流の場の確

保、機会増進を図る民間活力の導入検討

公園の長寿命化、リニューアル、市民協創による維持管理

未整備市街地における適切な民間開発等による宅地化の誘導、

狭あい道路拡幅整備要綱や地区計画制度等を活用した生活・操

業環境の改善

生活道路をはじめ日常生活に必要な基盤施設の整備・改善

まとまりある優良農地の保全

高齢化の進行する地域での若年世代等の定住促進による多世代

コミュニティの維持、防災体制や防犯体制の礎となる地域コミュニ

ティの維持

河川整備促進の働きかけ、施設の適正な維持管理・長寿命化

地区道路のあり方検討

豊田安城サイクリングロードなどの自転車ネットワーク等を利用した

水と緑のネットワークの形成

明治用水を軸とした歩行者自転車ネットワークの利用増進

都市機能の集積する三河安城新幹線駅周辺、幹線道路へ歩い

てアクセスできる地域、日常生活を支える機能が集積する生活拠

点（東刈谷駅）周辺における歩いて暮らしやすい住宅地の形成

地域で必要な地区道路の整備促進

地域で必要な骨格的幹線道路の整備促進に対する働きかけ

三河安城新幹線駅から歩いて暮らせる地区における、日本デン

マークの原風景となる田園風景と調和した、多様な居住ニーズに対

応した地域主体の住宅地等の形成検討

都市機能の集積する三河安城新幹線駅周辺、幹線道路へ公共

交通等を活用してアクセスできる、良好な居住環境が保たれた低

層住宅を主体とした土地利用の維持・形成

主要な幹線道路沿道では、周辺の居住環境との調和に配慮しつ

つ、交通利便性を活かした商業・サービス施設等の立地を引き続き

促進 三河安城新幹線駅を核とした、広域的な交通需要に対応した適

切なサービスの提供等による公共交通の利便性の向上検討

地域で必要な骨格的幹線道路の整備促進に対する働きかけ

市街化区域内に点在する農地の有効活用、緑豊かな居住環境

の形成

拠点地区から見渡せる、コンパクトシティにふさわしい優良な田園風

景とまちづくりルールに基づく広域交流拠点が共存する景観醸成

三河安城新幹線駅周辺において、さらなる高度利用、都市機能

等の複合集積により、西三河の商業･業務の中心にふさわしい、広

域交流の要衝となる魅力と活力にあふれる拠点形成

三河安城新幹線駅周辺における商業・業務機能や街なか居住機

能の複合誘導等による本市の中心商業・業務地にふさわしい多様

な都市機能の立地誘導

三河安城新幹線駅東側や鉄道沿線に立地する既存工場等の操

業環境の維持・改善を図り、良好な工業地としての土地利用の維

持・保全
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